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人
び
と
の
生
活
の
あ
る
ま
ち
／
沿
線
に
お
け
る
拠
点

駅
勢
圏
と
都
市
基
盤

多
様
な
都
市
活
動
を
支
え
る
身
近
な
舞
台
と
し
て
の
駅
勢
圏

そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

　
駅
を
利
用
す
る
人
ひ
と
が
住
む
”
駅
勢
圏
”
の
状
況
か

ら
、
各
沿
線
の
代
表
駅
の
特
性
を
み
て
み
よ
う
。

駅
勢
圏

　
駅
勢
圏
（
※
①
）
が
も
っ
と
も
広
い
の
は
、
バ
ス
の
路

線
数
が
6
3
と
多
い
戸
塚
で
あ
る
。
戸
塚
区
の
大
部
分
と

泉
区
南
部
を
、
駅
勢
圏
と
し
て
い
る
。
そ
の
人
口
は
2
5

万
人
（
昭
和
6
1
年
）
に
達
す
る
。
次
い
で
広
い
の
は
、
4
3

路
線
の
上
大
岡
（
1
6
・
５
万
人
）
、
3
0
路
線
の
鶴
見
（
1
4
●

７
万
人
）
で
、
バ
ス
路
線
が
駅
勢
圏
を
決
め
る
重
要
な
要

素
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
駅
勢
圏
内
で
働
く
人
の
、
住
ん
で
い
る
人
口
に
占
め

る
割
合
を
み
る
と
、
鶴
見
（
4
0
％
）
、
中
由
（
3
2
％
）
が

高
く
な
っ
て
お
り
、
「
は
た
ら
く
ま
ち
」
と
い
え
よ
う
。

　
い
っ
ぼ
う
、
従
業
者
数
の
割
合
が
低
い
い
ず
み
野

（
1
4
％
）
、
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
（
1
8
％
）
、
二
俣
川
（
1
9
％
）
は
、

「
は
た
ら
く
ま
ち
」
と
い
う
よ
り
「
住
む
ま
ち
」
と
い
え
る
。

　
次
に
商
業
売
上
額
に
つ
い
て
み
る
と
、
駅
周
辺
以
外

に
も
商
業
集
積
の
あ
る
鶴
見
が
ト
ッ
プ
で
、
１
人
当
た

り
年
間
１
７
０
万
円
（
昭
和
6
0
年
）
、
次
い
で
港
南
台

（
１
３
４
万
円
）
、
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
（
１
３
２
万
円
）
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
街
は
「
商
業
の
さ
か
ん
な
駅

勢
圏
」
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
駅
前
の
商
業
集
積
の
高
い

戸
塚
、
上
大
岡
は
、
駅
勢
圏
で
み
る
と
鶴
見
の
半
分
近

く
に
な
っ
て
い
る
。
最
も
低
い
の
が
中
由
（
7
2
万
円
）
、

次
が
金
沢
文
庫
（
7
9
万
円
）
で
あ
る
。

乗
降
客
と
駅
前
商
店
街

　
乗
降
客
数
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
あ
る
上
大
岡
が
1
8
・

９
万
人
（
昭
和
6
1
年
度
１
日
平
均
）
と
１
位
で
、
鶴
見
、

戸
塚
が
続
き
、
通
学
者
の
流
人
の
多
い
日
吉
が
４
位
に

は
い
っ
て
い
る
。
5
0
年
度
と
比
較
す
る
と
、
土
大
岡
が

1
4
・
１
万
人
か
ら
3
0
％
以
上
も
伸
び
、
商
業
集
積
の
進

ん
だ
港
南
台
が
４
倍
（
１
．
５
↓
６
・
３
万
人
）
、
た
ま

プ
ラ
ー
ザ
が
２
倍
（
２
・
７
↓
５
・
４
万
人
）
と
な
り
、

街
の
活
性
化
を
し
め
し
て
い
る
。
し
か
し
、
転
換
期
に

あ
る
京
浜
工
業
地
帯
の
鶴
見
は
Ｕ
万
人
か
ら
1
5
・
９
万

人
と
減
少
し
、
土
大
岡
、
戸
塚
に
抜
か
れ
た
。

　
次
に
、
駅
勢
圏
人
口
と
乗
降
客
数
を
比
較
す
る
と
、

日
吉
、
上
大
岡
、
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
、
鶴
見
で
は
乗
降
客

数
の
ほ
う
が
多
い
が
、
こ
れ
は
通
勤
・
通
学
や
買
い
も

の
な
ど
で
、
外
部
か
ら
の
流
入
人
口
が
多
い
た
め
で
あ
る
。

■駅勢圏比較表

※
ひ
と
く
ち
メ
モ

①
駅
勢
圏
「
鉄
道
駅
を
中
心
に
、
そ
の
駅
を
常
時
利

用
す
る
人
の
集
ま
り
が
つ
く
る
圏
域
」
の
こ
と
。
す
な
わ

ち
、
人
び
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
活
動
の
な
か
で
も
、

特
に
基
本
的
な
活
動
で
あ
る
通
勤
・
通
学
者
の
交
通
行

動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
都
市
圏
の
こ
と
。

こ
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
駅
勢
圏
は
、
交
通
手
段

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
施
設
計
画
に
お
け
る
計
画
、
評

価
単
位
と
し
て
、
近
年
と
み
に
重
要
な
意
味
を
有
す
る

に
い
た
っ
て
い
る
。

　「事業所mm周査」（昭和6¶年）

横浜市「4黄浜の商業」（昭和6〔吽〕

横浜市「4黄浜市町別世帯と人口」



Town

・戸塚駅周辺の市街化の推移・鶴見駅周辺の市街化の推移

※
ひ
と
く
ち
メ
モ
ー
Ｄ
－
Ｄ
（
人
口
集
中
地
区
）

Ｄ
Ｉ
Ｄ
は
広
義
の
市
街
地
で
あ
り
、
市
町
村
の
内
部
で
、

人
口
密
度
が
ｌ
㎞
当
た
り
約
4
0
0
0
人
以
上
の
国
勢

調
査
の
調
査
区
の
集
合
地
域
で
、
か
つ
そ
の
合
計
人
口

が
5
0
0
0
人
以
上
の
地
域
の
こ
と
を
い
う
。

昭和35年DID地域昭和45年DＩD地域‐昭和55年DID鵬

都
市
基
盤

　
下
水
道
は
、
市
全
体
で
も
急
速
に
整
備
が
進
み
、
6
1

年
度
末
現
在
で
市
内
の
水
洗
化
率
は
7
0
％
と
な
っ
て
い

る
が
、
駅
勢
圏
で
み
る
と
い
ず
み
野
、
中
山
、
二
俣
川
、

戸
塚
な
ど
の
郊
外
部
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
。

　
駅
周
辺
交
通
施
設
と
し
て
は
駅
前
広
場
、
都
市
計
画

道
路
、
バ
ス
道
路
、
駐
輪
場
な
ど
が
あ
り
、
総
合
的
な

整
備
が
必
要
で
あ
る
。

　
駅
勢
圏
内
の
都
市
計
画
道
路
の
整
備
状
況
は
、
た
ま

プ
ラ
ー
ザ
、
港
南
台
で
は
ほ
ぼ
整
備
さ
れ
て
お
り
、
上

大
岡
、
戸
塚
、
中
山
、
二
俣
川
、
金
沢
八
景
な
ど
で
整

備
を
行
っ
て
い
る
。
鶴
見
は
比
較
的
進
ん
で
い
る
が
、

南
北
道
路
な
ど
の
課
題
も
残
っ
て
い
る
。

　
駅
前
整
備
の
状
況
は
、
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
、
港
南
台
、

中
由
北
口
、
い
ず
み
野
に
つ
い
て
は
区
画
整
理
事
業
で
、

鶴
見
駅
西
口
は
市
街
地
改
造
事
業
で
整
備
さ
れ
て
お
り
、

戸
塚
駅
東
口
は
再
開
発
事
業
で
整
備
中
で
あ
る
。
ま
た

上
大
岡
、
二
俣
川
、
金
沢
文
庫
は
、
整
備
計
画
が
進
行

中
で
あ
る
。

駅勢圏人口のは戸塚、上大岡、鶴見の順で大きい

乗降客数は、戸塚、上大岡、鶴見、日吉の順
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